
  
 

令和元年５月２２日(水)ウィルあいち ウィルホールにて開催され、講演及び総会式典

が行われました。 

 

講演  
演題「栄養教諭が目指すもの」 

講師 愛知みずほ短期大学 客員教授 上原正子氏 
始めに、義務教育の目的を理解したうえで、食を教材とし、

子どもたちの実態をふまえ、栄養教諭として自分が目指すも

のを見つけてほしいとのお言葉をいただきました。そして、

予測不可能な未来社会を生き抜く子どもたちを支援するた

めに、広い視野をもつこと、管理栄養士・栄養士としての知

識を活かすこと、生涯学び続けること、共に学ぶ仲間をもつ

ことなど、多くのことをご教示くださいました。栄

養教諭・学校栄養職員として、仕事に向き合う姿勢

について考え直したり、やりがいや意欲を高めたり

することのできた、大変貴重なご講演でした。 

<ご講演を拝聴しての感想> 

 

 

 

 

 

 

 

 

総会式典 
 愛知県教育委員会 保健体育課 主幹 渡辺浩志様はじめ、愛

知県小中学校長会、公益財団法人愛知県学校給食会、愛知県

学校給食センター連絡協議会など、多くのご来賓の皆様にお

越しいただき、ご祝辞を頂戴いたしました。 

 
令和元年度・２年度新役員紹介 

 

 

 

令和元年度栄養教諭・学校栄養職員研修会及び総会 

ご講演を拝聴し、自分を振り返ってみると、目先のことに囚われすぎて、広い視野で物事を見るこ
とができていなかったと感じました。先生が示された数々のデータから、子どもたちが今後生きて
いかなければならない社会や環境がどういったものなのか、今の食生活だと大人になってどういっ
たリスクを負うのかを、しっかりと想像することができました。今後は、子どもたちの日々成長の一
歩一歩を後押ししつつ、社会全体の食の変化についても大きな理想や目標を描ける、「広い視野で物
事を捉えられる栄養教諭」を目指したいと思います。 

 上原先生のご講演の中で、「分かっていることでも資
料、データは必ず確認する」「子どもの現状を知る」「子
どもの視点に立つ」というお話は大変心に残りました。 
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